
三井食品株式会社の事業適応計画のポイント

当社は、「楽しさが広がる食の世界を創造し人々の豊かな生活に貢献すること」を企業理念とし、食の安心・安全・安定供給を
通じて社会に貢献することを目標とする。その上で、SDGs宣言を通し、持続可能な社会の実現を目指している。
その中で、当社が運営する最大級の物流拠点を開設し、既存の物流業務の集約化を図り、また最先端のマテハン設備を導入
し、自動化・省人化を推進することで、ローコストかつ高品質な物流オペレーションを実現させることにより、付加価値額の創出と炭
素生産性の向上を図る。

2023年12月25日

１．事業適応計画の実施期間
2023年12月～2026年３月

２．生産性向上目標・新需要開拓目標
炭素生産性を7.9％以上向上させる。

３．前向きな取組みの内容
首都圏東物流センター（千葉県流山市）を開設し、既存

の物流業務を集約すること、及び、最先端のマテハン設備を

導入し、自動化に伴い、業務効率化が図られ、付加価値額

を向上させ、目標年度に炭素生産性を7.9％向上させる

４．支援措置
税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

＜取組みの内容のイメージ＞＜事業適応計画の概要＞

＜首都圏東物流センターの外観等＞
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